
高
等
学
校
国
語
教
育
の
基
礎
研
究
I

・
-
?
<
-
-
蝣
-
蝣
*
分
析
.
㌔
)
中
心
'
I
-

t-T

H

t
　
　
‥
　
　
∴
　
　
、
　
∵
.
t
.
"
-
'
"
l
い

割
を
果
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
あ
ら
ず
、
教
科
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
'

き
わ
め
て
少
な
い
。

ム

i

'

*

-

'

-

し

-

蝣

i

v

i

i

'

蝣

.

'

.

蝣

-

.

:

蝣

蝣

.

蝣

'

・

:

一

　

　

　

　

　

　

　

、

'

-

.

:

.

>

i

・

:

な
も
の
で
あ
る
か
を
へ
少
し
で
も
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
日

'
-
,
・
f
 
r
,
・
:
Z
・
・
>
y
'
-
1
'
.
.
.
 
-
・
*
-
'
'
¥
-
-
;
　
い
∴
　
　
　
　
∵
り
　
　
'
∴

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

:
"
'
-
¥
'
¥
'
-
J
'
-
'
'
.
'
T
'
.
∴
　
　
　
　
∴
-
・
・
,
:
-
り
、
」
一
'
　
　
三
十
1
1

輿
六
十
九
冊
の
中
の
設
問
を
'
カ
ー
ド
(
パ
ン
チ
カ
ー
ド
)
に
と
り
'
共
同

で
そ
れ
ら
を
、
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

柴
　
　
山
　
　
尚
　
　
枝

橋
　
　
本
　
　
晴
　
　
美

こ
れ
ら
の
設
問
が
'
必
ず
し
も
、
す
べ
て
学
習
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
と
l

か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
'
こ
れ
ら
の
設
間
だ
け
が
へ
国
語
教
育
の
す
べ
て
だ
と
は

決
し
て
考
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
'
教
科
書
の
設
問
を
'
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
'
こ
れ
ら
の
設
問
の
中
に
ヘ
ビ
の
よ
-
な
学
習
の
可
能
性
が
'
潜
ん
で

い
る
か
を
'
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
璃
代
の
国
語
教
育
の
性
格
の
一
端
を
、

は
あ
-
す
る
こ
と
I
 
r
意
掩
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

国
語
教
科
哲
の
設
問
を
'
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

一
'
現
行
の
教
科
書
の
中
で
'
設
問
は
ど
れ
く
ら
い
の
数
量
に
の
ぼ
っ
て
い

る
か
。

○
学
年
別

○
教
科
召
別

○
教
材
の
ジ
ャ
ン
ル
別

に
み
た
場
合
、
ど
の
よ
-
に
な
っ
て
い
る
か
。
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二
、
こ
れ
ら
の
設
問
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
学
習
活
動
が
、
要
求
さ
れ
て
い

る
か
O

三
'
こ
れ
ら
の
設
間
が
'

「
読
む
こ
と
」
の
学
習
へ

「
雷
く
こ
と
」
の
学
習
へ

「
話
す
こ
と
」
の
学
習
'

「
開
く
こ
と
」
の
学
習
へ

の
四
領
域
の
中
で
'
ど
の
上
-
に
位
置
づ
け
ら
れ
'
関
連
づ
け
ら
れ
て
い

る
か
。

と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
L
t
国
語
学
習
の
構
造
や
'
し
く
み
、
中
心
探
題

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

口

数
量
か
ら
み
た
'
設
問
の
実
態

学
年
別
の
設
問
総
数
を
み
る
と
t

l
年
　
八
四
一
三
ハ
二
∨

二
年
　
<
四
一
二
一
∨

三
年
　
<
三
七
八
二
>

で
'
全
体
総
数
へ
　
八
二
一
二
六
五
∨
と
な
っ
て
い
る
。

教
科
書
の
単
冗
構
成
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
形
が
あ
る
が
'
数
の
上
か
ら
考
え

て
み
る
と
'
一
学
年
に
つ
き
、
平
均
大
単
元
数
は
、
八
十
二
V
t
一
大
単
元
に

平
均
<
三
V
の
小
単
元
が
阻
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
小
単
元
に
平
均

八
五
∨
あ
ま
り
の
設
問
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

設
問
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
'

「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
t

.
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
へ

「
話
す
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
、

「
開
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
開
'

「
文
法
学
習
」
に
関
す
る
設
開
'

の
五
つ
の
領
域
に
分
類
し
た
.

そ
し
て
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
中
で
'
さ
ら
に
細
か
く
'
分
類
項
目
を
設
け

て
、
分
顎
し
た
.
そ
れ
ら
の
項
目
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
翠
で
'
詳
し
く
述
べ
る
o

こ
こ
で
は
、
五
つ
の
領
域
の
総
数
を
教
科
聾
別
に
記
す
に
と
ど
め
る
o

(
第
一
表
)

へ
'
.
i
j
j
.
.
1
*
-
-
・
'
.
:
T
.
ニ
‥
、
∴
.
'
-
.
.
-
'
c
i
∴
:
I
:
小
、
・
'
*
I
,
'
*
㍉

よ
う
い
い
;
<
・
'
'
・
蝣
'
:
9
'
‥
、
、
i
;
:
・
・
蝣
蝣
;
蝣
r
j
:
-
:
:
∴
-
*
*
t
-
.
-
・
'
蝣
'
<
-
1

小
.
「
∵
'
:
ユ
「
∴
・
"
・
'
.
'
'
∴

(
<
.
:
r
;
>
、
・
t
・
-
.
へ
r
.
.
-
・
x
-
∴
∴
,
'
v
-
!
'
.
'
・

文
法
単
元
は
,
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
と
は
別
に
へ
攻
り
扱
-
こ
と
に
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
た
'
設
問
傾
向
は
'
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
第
二
表
)

・
'
"
*
*
/
・
・
,
t
,
'
'
∵
、
・
L
;
'
一
-
-
:
蝣
'
.
・
、
「
、
:
:
.
小
い

分
け
る
と
、
つ
ぎ
の
蓑
の
よ
う
に
な
る
。

(
第
三
表
)

日
下
へ
試
,
v
j
-
S
っ
て
'

「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
'

「
書
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
へ

「
話
す
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
'

「
開
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
t

.
文
法
学
習
」
に
関
す
る
設
問
、
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に
つ
い
て
検
討
を
進
物
る
。

第
一
葦
　
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問

全
設
問
の
中
で
'
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
的
超
し
た
設
問
が
'
非
常
に
大

き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
「
託
む
こ
と
」
に
閑
透
し
た
設
問
の
総
数
八
一
一

四
六
四
V
t
　
学
年
別
に
み
る
と
'

一
年
　
八
三
八
六
八
∨

二
年
　
八
三
九
〇
八
∨

三
年
　
八
三
六
八
八
∨

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
代
文
に
付
け
ら
れ
た
設
問
は
'
八
七
二
五
八
V
で
あ
り
'
古
典

(
日
本
文
学
)
に
付
け
ら
れ
た
設
問
は
'
<
三
〇
六
八
V
、
浜
文
に
付
け
ら
れ

た
設
問
は
'
八
一
一
三
八
∨
と
な
っ
て
い
る
。

「
読
む
こ
と
」
に
閑
達
し
た
設
問
を
'
分
析
す
る
め
や
す
と
し
て
、
つ
ぎ
の

上
-
な
蝣
p
サ
㌣
.

(
分
析
項
目
四
十
五
)

以
上
の
よ
-
な
'
四
十
五
項
目
に
よ
っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
の
分
類
を
進

め
た
。
な
お
、
一
つ
の
設
問
の
中
で
'
二
つ
以
上
の
分
析
項
目
に
わ
た
る
も

の
t
　
へ
こ
望
c
o
畔
.
 
0
-
^
蝣
」
;
;
-
i
a
;
し
,
こ
こ
に
拭
か
れ
た
矧
慧
叫
叫
凶
相
に
つ
い

て
考
え
よ
0
好
学
社
・
三
年
倭
超
命
)
I
 
P
設
問
の
数
を
'
項
目
数
と
同
じ
に

ii-'Aた。
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
を
'
大
き
い
分
頬
基
準
に
上
っ
て
'

分
抗
す
る
と
、
作
品
研
究
に
関
す
る
も
の
が
'
長
滝
多
-
'
′
そ
の
中
で
も
「
表

現
」
両
か
ら
の
設
問
が
、
多
く
な
っ
て
い
る
。

分
>
-
'
t
-
¥
'
六
日
と
山
し
て
r
こ
,
'
i
V
間
帖
　
へ
　
　
　
す
。

t
S
H
S
<
'
S
J
i
/
S

第
五
へ
　
六
へ
七
衰
　
学
年
別
総
数
表

分
頬
の
小
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
特
定
表
現
の
説
明
へ
解
釈
」
、
「
こ

と
が
ら
の
要
点
」
を
た
デ
ね
る
も
の
へ
　
「
登
場
人
物
の
関
係
や
、
も
の
の
見

方
へ
考
え
方
」
を
問
う
も
の
'
「
箆
者
の
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
」
を
間
-
ち

の
へ
　
「
作
品
の
表
現
や
、
諭
旨
に
対
す
る
感
想
、
意
見
」
を
開
-
も
の
な
ど
の

設
閲
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
設
問
は
'
教
材
と
の
結
び
つ
き
が
密
接
で
、
こ
の

小
項
目
だ
け
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
こ
で
'
こ
れ
ら

の
小
項
目
と
教
材
と
の
関
係
を
み
る
た
め
'
教
材
を
t
 
r
詩
歌
t
 
v
T
T
日
記
'
隠

笹
'
出
:
小
説
、
物
語
へ
　
囚
戯
曲
　
的
論
説
文
、
閃
記
録
・
報
告
文
　
的
講
洪

(
笠
記
)
　
糾
嘩
文
と
分
け
、
こ
れ
ら
と
設
問
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。

第
一
節
　
文
学
教
材
に
お
け
る
設
開

こ
こ
で
、
文
学
教
材
と
し
て
、
と
り
あ
つ
か
-
の
は
、
H
詩
歌
t
 
f
f
日
記
へ

手
紙
　
随
笠
'
随
想
、
肖
小
説
、
物
語
、
　
田
戯
曲
で
あ
る
0
浜
文
は
、
別
項

日
と
し
て
耽
り
扱
う
。

文
学
教
材
に
付
け
ら
れ
た
'
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
数
は
'

八
六
五
六
〇
V
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
t
 
I
f
f
i
S
S
t
 
f
j
r
n
記
t
 
s
s
h
 
d
・
物
軍

小
説
'
勾
戯
曲
の
順
に
.
棚
討
を
進
め
た
い
o
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H
詩
歌
へ
　
(
短
歌
へ
俳
句
へ
詩
へ
歌
謡
)

設
問
総
数
八
二
ニ
八
一
∨
そ
の
-
ち
わ
け
は
、

現
代
詩
歌
<
八
八
四
∨

古
典
　
　
八
四
九
七
∨

全
体
を
と
お
し
て
み
る
と
、
詩
風
・
歌
風
な
ど
の
'
作
品
の
特
色
や
'
表
弱

り
　
　
　
　
　
　
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
・
,
.
 
'
サ
*
A
j
t
∵
　
・
J
J
の
-
'
{
-

殊
性
に
つ
い
て
の
設
問
や
、
作
品
の
も
つ
情
緒
・
情
景
、
時
、
場
面
へ
ふ
ん
い

き
な
ど
の
伯
的
理
解
を
要
求
す
る
設
間
が
比
鮫
的
多
い
o
ま
た
'
作
品
に
つ
い

て
の
知
的
'
情
的
な
理
解
の
上
に
た
っ
て
、
作
者
の
も
の
の
見
方
'
考
え
方
へ

管
:
9
1
,
_
.
/
蝣
>
-
-
*
'
*
*
-
 
'
-
∵
・
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
ト
.
-
.
*
-
 
'
t
.
r
v
I
 
'
'
.
-
'
-

晶
を
鑑
宣
し
た
り
、
批
評
す
る
こ
と
を
頃
求
し
た
設
閏
が
、
全
体
の
中
で
二
番

目
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
'
現
代
詩
歌
と
古
典
の
詩
歌
と
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。

現
代
詩
歌
の
場
合
に
つ
い
て
へ
設
間
数
の
多
い
順
に
あ
げ
る
と
'
(
<
・
V

が
設
問
数
)

m
情
緒
'
情
景
へ
時
へ
場
面
、
ふ
ん
い
き
な
ど
に
つ
い
て
の
設
開
<
九
五
∨

○
表
現
の
細
部
に
つ
い
て
へ
次
の
間
に
答
え
よ
。

「
し
ろ
が
ね
の
ふ
す
ま
の
を
か
べ
」
と
は
ど
う
い
-
情
景
を
写
し
て
い
る

の
か
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
好
学
社
一
年
、
千
曲
川
放
情
の
歌
)

○
こ
れ
ら
の
短
歌
に
よ
ま
れ
た
季
節
は
い
つ
ご
ろ
か
。
前
の
詩
や
俳
句
の
季

節
と
の
前
後
も
考
え
て
み
よ
。
　
　
(
好
学
社
二
年
・
三
里
壌
牧
場
)

i
i
特
定
表
現
に
つ
い
て
の
説
明
へ
解
釈
を
求
め
る
も
の
<
八
五
V

o
「
牡
鴫
の
貿
な
る
牡
昭
の
身
」
は
'
何
を
象
放
し
た
も
の
か
。

(
好
学
社
二
二
年
　
#
-
3
の
3
)

0
「
自
然
の
こ
の
祝
祭
」
と
は
'
ど
う
い
-
こ
と
か
説
明
せ
よ
。

(
好
学
社
二
年
・
秋
の
絵
す
が
た
)

I
t
ひ
た
ぶ
る
に
汽
車
走
り
つ
つ
　
2
、
お
も
お
も
と
写
せ
ま
り
つ
つ

3
'
酉
ぞ
ら
に
し
づ
か
な
る
雲
た
な
び
き
て
　
4
、

(
好
学
社
・
一
年
・
旗
と
文
学
)

i
i
作
品
(
内
容
へ
表
現
)
に
対
す
る
読
者
の
感
想
'
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の

<
七
九
∨

○
特
に
感
銘
深
い
句
に
つ
い
て
、
批
評
、
鑑
賞
し
て
み
上
-
0

(
文
学
社
・
一
年
・
樹
陰
)

○
こ
の
中
か
ら
好
き
な
作
品
を
あ
げ
'
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
い
の
か
へ
互

に
話
し
合
お
う
。
ま
た
へ
そ
の
歌
人
の
作
品
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
託
ん
で

み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
大
原
・
二
年
・
短
歌
)

川
㌫
　
C
-
"
1
(
s
i
!
*
'
　
t
,
.
,
.
J
,
-
J
-
.
.
-
1
}
な
'
.
・
v
I
「
∵

八
七
六
V

O
よ
く
読
み
味
わ
っ
た
-
え
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
特
色
に
つ
い
て
話
し
あ

い
'
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
主
鰐
を
指
摘
せ
上
。
(
好
学
社
・
三
年
・
名
詩
選
)

○
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
人
の
句
風
の
特
色
を
調
べ
て
み
上
-
0

(
角
川
・
一
年
・
近
代
俳
句
)

即
表
現
の
形
式
(
韻
律
・
句
切
れ
　
)
に
つ
い
て
の
設
問
<
七
二
V

c
こ
∵
.
玉
　
　
　
　
　
　
で
一
,
:
I
-
ォ
"
」
!
V
'
に
　
　
∴
作
は
・
-
>
:
蝣
蝣
-
.
:
蝣
蝣
:
>
!

を
も
つ
か
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
好
学
社
・
一
年
二
二
豊
壌
牧
場
)

○
巣
の
小
箱
(
室
生
犀
星
)
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
な
こ
と
を
調
べ
て
み
よ
う
。

・
J
(
・
_
・
∴
:
.
‥
∵
蝣
;
-
;
蝣
蝣
ォ
蝣
?
-
蝣
'
蝣
*
蝣
'
;
蝣
蝣
蝣
蝣
:
蝣
.
・
つ
;
:
.
∴
別
'
∴
'
!
-
'
.
'
.
'
.
'

七
五
調
な
ど
の
問
題
)
ま
た
は
そ
れ
が
主
題
や
情
調
と
ど
-
い
-
関
係
が

あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
昇
龍
二
二
年
・
近
代
詩
抄
)

㈲
笠
者
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の
八
六
九
∨

m



'
"
・
.
'
.
 
'
-
'
'
/
-
'
'
.
 
'
'
^
-
　
∵
　
　
　
　
　
一
.
∵
豆
・
-
J
'
,
・
.
,
 
'
.
 
'

(
好
学
社
二
年
・
班
と
文
学
)

○
作
者
は
、
自
然
と
人
生
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
見
方
を
し
て
い
る
か
。

(
S
学
5
・
一
斗
・
十
i
E
l
川
'
^
i
-
Q
'
i
P
)

の
表
現
の
巧
み
な
と
こ
ろ
'
表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の

<
六
〇
∨

○
こ
の
詩
に
は
指
語
が
か
な
。
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
'
表
現
効
果
の
上

か
ら
,
そ
の
S
f
i
f
を
琴
見
て
み
よ
。
　
(
好
学
社
・
二
年
・
小
出
新
道
)

〇
一
へ
二
、
四
行
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
終
わ
り
に
'
「
な
が
れ
」
を
用
い
た
の

は
、
ど
う
い
う
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
。
(
好
学
社
二
l
年
・
髭
の
う
へ
)

㈲
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
の
設
問
八
五
九
∨

○
こ
C
J
S
C
i
r
.
E
は
何
J
S
　
　
　
(
拝
ル
ナ
f
・
1
二
年
・
拭
O
:
*
M
j
-
が
た
)

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
'
現
代
詩
歌
に
お
い
て
は
'
詩
歌
の
も
つ
僻

・
.
 
'
.
'
-
.
-
'
蝣
'
蝣
蝣
　
∴

表
現
の
形
式
な
ど
を
理
解
し
、
こ
と
ば
を
表
現
全
体
の
中
で
理
解
し
、
主
韻
を

と
ら
・
　
^
:
蝣
'
蝣
.
:
c
も
C
C
u
万
'
'
&
-
蝣
蝣
!
方
な
-
>
J
v
k
A
-
す
る
へ
　
さ
ら
に
'
監

貫
批
評
の
学
習
へ
と
す
ゝ
妙
て
い
-
こ
と
が
、
要
求
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
'
鑑
笠
、
批
評
に
凹
す
る
設
問
の
占
め
る
刑
合
が
大
き
な
こ
と
は
、
重
視
す

べ
き
こ
>
J
p
」
る
。

つ
ざ
に
、
T
l
-
"
-
;
j
ォ
i
-
i
'
u
'
j
!
"
j
q
合
に
つ
い
て
t
 
h
i
.
2
=
3
-
枚
の
比
K
的
与
い
も
の
を

あ
げ
て
み
る
と
、

凹
作
品
の
特
色
(
歌
風
・
句
風
-
・
・
)
に
つ
い
て
の
設
問
八
九
八
V

O
豆
　
・
霊
」
v
;
-
'
古
今
淵
u
-
-
r
-
'
り
v
J
と
比
蝣
:
v
L
t
　
」
#
や
'
鞘
八
絹
の
い
ろ
い

ろ
の
面
か
ら
相
違
す
る
と
こ
ろ
を
調
べ
て
み
よ
。

(
好
学
社
二
二
年
・
春
の
ゆ
く
へ
)

〇
万
環
境
中
の
代
表
的
歌
人
に
つ
い
て
そ
の
歌
風
の
特
色
を
比
べ
て
み
上

-
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
教
図
研
・
二
年
・
黙
田
津
に
)

i
i
作
品
'
作
者
に
つ
い
て
の
文
学
史
的
研
究
を
要
求
す
る
も
の
　
八
六
〇
∨

○
与
謝
蕪
村
の
俳
詣
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
調
'
へ
て
み
よ
う
。

(
好
学
社
・
二
年
・
春
風
馬
提
曲
)

o
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
文
学
史
的
位
蟹
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

(
文
学
社
・
二
年
・
み
よ
し
野
)

間
作
品
に
対
す
る
読
者
の
感
想
へ
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の
八
五
五
∨
　
(
盟

笠
・
批
評
も
含
む
)

o
「
夕
ぐ
れ
」
と
い
-
こ
と
ば
で
'
結
ん
で
あ
る
歌
が
'
五
首
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
歌
を
比
較
し
て
鑑
賞
し
ょ
-
0(

"
J
¥
　
　
　
∵
∴
∴

o
「
病
惟
」
の
句
と
「
小
え
び
」
の
句
と
は
'
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
ま
た
'
そ
の
理
由
を
述
べ
て
み
よ
う
。(

角
川
・
二
年
・
去
来
抄
)

紬
表
現
の
形
式
'
朝
得
へ
句
切
れ
-
・
・
な
ど
に
関
す
る
設
問
八
四
八
∨

○
こ
れ
ら
の
歌
は
'
形
式
上
ど
の
よ
う
に
分
頬
さ
れ
る
か
。

(
好
学
社
二
二
年
・
夕
浪
千
鳥
)

○
短
歌
は
五
句
よ
り
成
り
へ
五
七
五
七
七
音
と
統
-
形
式
を
も
っ
て
い
る

が
'
こ
れ
ら
の
歌
謡
は
ど
う
い
-
形
式
を
と
っ
て
い
る
か
。

(
好
学
社
二
年
・
舞
へ
舞
へ
か
た
っ
ぷ
り
)

馴
情
緒
、
惰
考
時
、
場
面
へ
ふ
ん
い
き
な
ゼ
に
つ
い
て
の
設
問
八
二
九
∨

○
こ
れ
ら
の
歌
を
読
ん
で
感
じ
ら
れ
る
'
ふ
ん
い
気
は
'
一
般
に
ど
う
い
-

も
の
か
O
さ
き
に
学
ん
だ
近
代
短
歌
の
場
合
と
も
比
べ
て
み
上
。

(
好
学
社
二
一
年
・
天
の
香
具
山
)
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O
「
下
京
」
の
句
は
、
ど
の
上
-
な
情
景
を
よ
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
か
。

(
角
川
・
二
年
・
去
来
砂
)

脚
表
現
の
巧
み
な
と
こ
ろ
、
表
現
の
効
果
i
J
 
'
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の八

二
九
∨

○
体
言
止
め
の
歌
は
、
ど
ん
な
表
現
効
果
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

(
三
省
望
二
l
年
・
雪
の
玉
水
)

O
「
万
葉
集
」
の
枕
詞
使
用
の
意
義
を
考
え
て
み
よ
う
。

(
文
学
社
・
三
年
　
O
M
I
V

以
上
の
よ
う
に
古
典
の
場
合
へ
特
に
多
い
の
は
'
作
品
の
特
色
へ
作
者
や
作

品
の
研
究
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
典
の
教
材
に
お
け
る
、
員
も
大
き
な
特

色
は
'
ま
ず
'
文
学
史
的
な
意
詩
、
位
軍
衆
現
の
特
色
、
表
現
の
技
巧
、
表

¥

'

¥

.

∵

∵

i

j

j

'

i

蝣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

、

.

-

 

'

・

'

・

-

 

'

s

:

"

蝣

*

.

 

*

'

,

-

-

v

S

v

'

い

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
へ
古
典
の
詩
歌
で
は
'
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
'
口

r
.
 
"
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
>
'
,
>
:
>
'
　
∴
　
　
∴
‥
<
'
t
r
;

に
関
す
る
設
問
が
多
い
。

I
'
、
・
-
.
*
.
.
,
∵
〓
∴
-
A
'
-
-
V
.
い
∵
　
　
　
　
'
-
'
-
-
サ
,
.
%
-
:
蝣
蝣
^
∵
J
r
・

だ
け
で
な
く
、
学
習
者
の
感
想
や
岩
見
が
'
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

頚
代
詩
歌
で
は
'
情
的
把
迄
を
中
心
と
し
た
設
問
が
多
く
古
典
の
場
合

は
'
比
校
的
知
的
理
解
を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
い
.
し
か
し
、
古
典
の
場
合

・
　
‥
-
.
:
?
:
.
:
-
-
<
i
∴
.
'
*
'
∵
∴
,
*
.
 
'
j
.
い
.
・
.
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

て
、
詩
歌
を
理
解
し
'
一
.
方
で
は
　
そ
れ
を
助
け
る
記
味
で
、
文
学
史
的
な
背

景
や
表
現
の
手
法
な
ど
の
'
知
的
理
解
に
関
す
る
設
問
も
t
も
-
け
ら
れ
て

い
る
。現

代
詩
歌
、
古
典
の
詩
歌
の
設
問
傾
向
を
八
第
八
表
の
O
v
に
示
す
。

学
年
別
に
、
こ
れ
ら
の
設
問
を
検
討
し
た
が
へ
教
科
書
に
よ
っ
て
、
単
元
の

組
織
も
ち
が
い
.
 
、
特
に
、
著
し
い
傾
向
を
み
る
こ
と
ほ
で
き
な
か
っ
た
。
た

だ
、
古
典
の
詩
歌
が
一
年
に
少
な
く
'
二
年
、
三
年
で
ほ
ほ
同
数
あ
る
た
め
へ

古
典
詩
歌
で
あ
ら
わ
れ
た
傾
向
が
'
二
年
三
年
に
や
や
強
い
よ
う
で
あ
る
。

v
T
T
日
記
・
手
紙
・
随
望
・
随
想
な
ど
の
場
合

設
問
総
数
<
二
〇
九
五
∨

現
代
文
　
<
一
一
九
五
∨

古
文
　
　
八
九
〇
〇
∨

全
体
を
と
お
し
て
み
る
と
'
こ
こ
で
も
'
詩
歌
教
材
の
場
合
に
み
ら
れ
た
よ

う
に
'
既
望
学
習
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
'
大
き
く
い
っ
て
、
二
つ

の
傾
向
が
あ
る
。
日
記
へ
随
想
な
ど
の
よ
う
に
'
人
生
論
的
な
も
の
を
中
心
に

し
た
も
の
と
、
詩
的
要
素
の
つ
よ
い
随
蟹
な
ど
の
場
合
と
で
あ
る
。

前
者
は
'
笠
者
の
人
生
硯
へ
自
然
紋
を
読
み
と
り
'
さ
ら
に
'
そ
れ
に
対
す

る
意
見
や
感
想
を
た
ず
ね
る
も
の
や
'
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
ら
を
'
自

分
の
問
題
と
し
て
考
え
た
り
'
反
省
し
た
り
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
設
関
が
多

・
　
　
　
　
　
∵
　
　
'
　
　
　
　
∵
*
y
 
J
'
"
-
 
'
*
'
1
-
 
1
*
L
1
'
1
(
*
-
/

間
が
多
い
。
し
か
し
'
こ
の
二
つ
の
傾
向
を
、
全
く
切
-
+
は
な
す
こ
と
は
で
き

a
:
・
　
:
-
-
・
‥
,
V
言
、
・
Z
J
…
-
'
.
'
-
 
'
/
.
-
f
 
-
^
こ
'
.
・
"
'
-
>
-
-
'
・
[
に
t
 
i
J
*
,
V
*
ヤ
、
　
∵
‥

性
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

つ
ぎ
に
'
現
代
文
へ
古
文
に
分
け
て
検
討
を
す
す
め
た
い
。

預
代
文
教
材
の
場
合

設
問
数
の
多
い
も
の
か
ら
あ
げ
る
と
、

日
時
定
表
現
の
説
明
や
、
解
釈
を
要
求
す
る
設
問
八
二
六
二
V

O
「
形
式
論
理
の
鉄
則
は
ま
'
矛
盾
得
で
あ
る
。
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

(
綬
文
望
二
二
年
・
随
憩
・
時
間
の
審
判
)
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〇
十
二
月
二
十
七
日
の
「
腹
の
底
か
ら
出
る
力
強
い
芦
の
愉
快
な
些
父
が
、

校
の
林
の
-
ね
り
を
こ
え
て
'
遠
く
近
く
き
こ
え
て
く
る
。
」
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
か
'
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
-
0

(
綻
文
望
二
年
・
日
記
の
意
義
・
し
ず
か
な
流
れ
)

i
i
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
ま
と
め
た
り
t
的
説
し
た
り
す
る
こ
と
を
'
要
求

す
る
設
問
<
一
七
四
∨

○
芥
川
龍
之
介
の
言
-
天
才
と
'
凡
人
と
の
相
違
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

せ
よ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
好
学
社
二
二
年
頃
言
葉
)

○
内
容
か
ら
日
記
の
柘
類
を
分
け
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
意
義
を
あ
げ
よ
。

(
汁
芋
社
・
一
:
a
-
r
　
日
記
蝣
-
 
'
r
i
話
)

脚
告
者
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
た
ず
ね
る
も
の
八
一
六
五
∨

○
流
れ
屋
に
つ
い
て
作
者
の
E
,
心
は
'
ど
う
い
う
方
向
に
む
け
ら
れ
て
い

る
か
.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
績
文
望
・
一
年
・
流
れ
星
)

○
こ
れ
ら
の
日
記
を
通
し
て
み
て
'
一
業
が
真
剣
に
耽
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
何
で
あ
ろ
-
か
。
　
　
　
(
三
省
堂
(
土
井
)
　
二
年
・
匹
中
日
記
)

糾
作
品
に
対
す
る
感
想
、
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の
八
七
一
ニ
∨

○
こ
の
手
紙
を
鵬
跳
ん
で
'
ど
ん
な
笹
者
を
恕
像
す
る
か
考
え
よ
う
0

(
綻
文
望
・
一
年
・
伊
豆
だ
よ
り
)

○
こ
の
手
紙
が
ど
-
し
て
人
の
心
を
-
つ
の
か
考
え
て
み
よ
う
0

(
-
i
-
"
7
7
-
H
-
.
l
l
M
-
手
紙
≡
泣
)

脚
学
習
者
の
反
省
*
・
'
自
覚
を
う
な
が
す
も
の
<
六
二
V

O
季
節
感
の
こ
も
っ
た
動
植
物
を
'
自
己
の
問
蟻
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
敏
枝
放

ず
つ
あ
げ
て
み
ょ
o
　
　
　
　
　
　
(
大
修
館
・
一
年
・
夏
の
花
と
虫
)

○
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
を
'
わ
れ
わ
れ
の
具
体
的
な
問
題
に
渦
用
し
て
考
え
て

r
t
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
-
K
ド
蝣
1
-
]
ニ
　
再
訂
Q
'
J
と
は
)

・
つ
い
で
'
登
場
人
物
の
性
柏
、
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
の
設

‥
'
*
;
'
.
'
'
-
-
,
'
I
・
・
'
'
∵
　
　
　
　
二
.
.
、
.
　
∵
'
・
.
i

閏
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

日
記
や
手
紙
'
陀
笠
随
想
な
ど
の
教
材
の
場
合
'
節
者
の
も
の
の
見
方
や
考
え

方
が
重
視
さ
れ
る
。
田
老
の
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
を
と
ら
え
た
り
'
作
品
の

円
容
1
-
J
誓
い
.
i
T
O
-
i
i
め
に
'
持
I
H
K
m
C
;
:
蝣
!
」
蝣
や
　
　
　
し
'
「
こ
と
が
ら
」

O
f
?
'
1
:
'
:
を
ま
と
め
へ
　
　
＼
.
p
に
つ
い
て
^
蝣
;
?
v
;
V
∴
f
.
こ
-
i
i
i
i
'
-
v
が
'
　
黙

さ
れ
る
.
ま
た
'
単
に
、
笠
者
の
も
の
の
見
万
や
、
考
え
方
を
読
み
と
る
だ
け

で
キ
＼
'
そ
C
作
品
に
p
¥
-
∴
∴
十
i
-
Z
-
'
f
l
C
i
;
'
i
川
心
や
p
-
な
ど
む
　
め
る
e
*
i
杓
も

多
い
o
ま
た
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
ら
を
も
と
に
し
て
反
省
し
た
り
、
自
分

の
問
題
と
し
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
を
嬰
求
す
る
設
問
な
ど
'
学
習
者
に
主
体

性
を
も
た
せ
た
設
問
も
か
な
り
見
し
て
い
る
。

古
典
教
材
の
場
合
へ
現
代
文
教
材
に
ま
し
て
へ

〓
」
^
e
-
サ
　
　
比
　
や
¥
p
-
'
-
i
方
k
・
 
・
甲
っ
[
*
:
'
間
C
顎
^
蝣
・
n
-
K
t
o
.
＼
,
 
'
<
つ
て
い

る
。
<
一
五
一
∨

○
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に
つ
い
て
比
べ
て
み
よ
-
O

(
文
学
社
・
二
年
・
先
召
の
こ
と
ば
)

O
「
徒
搭
草
」
を
と
お
し
て
'
兼
好
法
師
の
人
物
(
性
柏
・
趣
味
・
教
養
な

ど
)
を
考
え
て
み
よ
-
。
(
教
図
研
・
一
年
・
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ゝ
に
)

i
T
精
w
x
.
珂
　
　
叫
t
 
t
-
.
L
T
>
な
-
J
;
>
J
i
?
f
;
す
る
設
間
八
一
〇
E
]
>

o
「
丑
満
と
箕
尾
谷
が
へ
し
こ
ろ
引
き
を
す
る
。
」
と
は
な
ん
の
こ
と
か
調

べ
て
み
よ
う
0
そ
-
し
て
'
こ
れ
を
見
て
、
「
塵
中
が
一
同
に
ど
っ
と
笑

っ
た
。
」
の
は
な
ぜ
か
考
え
て
み
よ
う
0
　
　
(
駁
文
望
二
二
年
・
道
議
)

○
東
に
三
尺
余
り
の
庇
を
さ
し
て
柴
折
り
-
す
ぶ
る
よ
す
が
と
す
」
　
(
三
五

ペ
ー
ジ
)
　
こ
れ
は
具
体
的
に
何
の
た
助
の
設
備
な
の
か
o
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(
大
修
館
・
二
年
・
日
野
山
閑
居
)

什

　

ト

　

‥

　

　

　

　

　

　

　

　

「

　

　

・

・

'

"

*

'

.

 

"

*

サ

○
こ
の
紀
行
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。
ま
た
感
銘
の

深
か
っ
た
句
は
ど
れ
か
O
そ
れ
ら
を
あ
げ
て
感
想
を
述
べ
合
お
う
。

(
筑
犀
・
三
年
・
野
ざ
ら
し
紀
行
)

○
印
象
の
深
か
っ
た
俳
句
に
つ
い
て
批
評
、
監
呈
し
て
み
よ
う
。

(
文
学
社
・
二
年
・
俳
句
と
俳
文
)

∵

∵

　

　

'

蝣

-

蝣

蝣

'

蝣

　

*

'

,

'

I

'

"

(

　

I

　

　

　

∴

　

1

リ

,

・
日
.
　
　
　
　
'
・
'
.
-
.
-
'
1
'
.
.
.
　
∴
-
・
∴
‥

・

"

,

'

'

・

'

、

∵

i

'

.

-

'

'

　

　

　

　

　

　

　

一

'

-

.

'

*

蝣

.

〇
「
あ
ら
た
ふ
と
青
葉
、
苦
窪
の
日
の
ひ
か
り
」
の
句
の
初
案
は
'
「
あ
ら
た

∴

　

　

　

　

　

　

二

‥

1

,

*

.

.

*

-

'

.

I

ト

∴

　

　

　

　

　

・

:

I

効
果
を
生
じ
た
か
琴
見
て
み
よ
。
(
好
学
社
・
二
年
・
お
く
の
は
そ
遺
)

脚
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
に
つ
い
て
の
設
問
<
五
〇
V

o
「
を
り
ふ
し
の
移
り
変
は
る
こ
そ
」
か
ら
'
こ
の
当
時
の
年
中
行
事
を
技

蝣
f
o
」
し
て
t
 
i
r
在
v
^
E
i
と
比
u
.
し
ょ
う
0
(
悶
V
.
&
.
二
+
・
柁
V
.
翠
)

○
本
文
に
は
'
当
時
の
交
通
状
輿
風
俗
へ
迷
信
t
な
ど
が
'
ど
の
よ
う
に

現
わ
れ
て
い
る
か
o
　
　
　
　
　
　
　
　
(
角
川
二
二
年
・
土
佐
日
記
)

こ
の
よ
う
に
現
代
文
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
o
現
代
文

の
場
合
と
ち
が
っ
て
い
る
の
は
、
表
現
の
巧
み
な
と
こ
ろ
へ
表
現
の
効
果
に
関

す
る
.
W
間
が
'
比
較
的
多
い
こ
と
と
'
作
品
の
内
容
を
把
捉
す
る
買
め
の
語

∴
　
　
　
　
　
'
十
㌧
い
.
'
*
.
*
蝣
*
・
'
'
.
蝣
"
-
.
'

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.
ま
た
へ
表
現
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い

て
た
ず
ね
る
設
問
が
多
い
。

し
か
し
'
現
代
文
教
材
ほ
ど
へ
学
習
者
に
主
体
性
を
も
た
せ
た
設
問
は
多
く

な
い
3
,
蝣
-
_
 
'
・
'
百
'
.
言
　
　
　
　
　
　
　
・
∵
"
'
.
1
.
1
 
'
*
'
・
言
・

心
と
し
て
'
設
問
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

現
代
文
教
材
へ
古
文
教
材
の
設
問
傾
向
は
'
第
八
表
①
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
小
説
'
3
v
葦
^
1
:
0
巧
合

設
問
総
数
<
二
四
九
二
∨

現
代
文
　
八
一
三
七
七
>

古
　
文
　
<
一
二
五
>

小
説
、
物
語
教
材
の
場
合
の
設
問
を
'
全
体
的
に
み
る
と
へ
こ
の
教
材
の
性

格
上
,
登
場
人
物
を
中
心
と
し
て
、
作
品
を
分
析
し
た
り
、
特
琵
宍
現
の
説

明
,
「
こ
と
が
ら
」
の
w
点
を
と
ら
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
V
'
内
容
を
は
あ

く
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
O
ま
た
、
表
現
の
巧
み
な
と
こ
ろ
や
'
表
現

の
効
果
,
作
品
の
特
出
に
関
す
る
設
問
'
文
体
に
関
す
る
設
問
な
ど
'
作
品
を

読
み
こ
な
し
て
い
く
-
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
'
設
問
の
中
に
堅
試
さ
れ

I

.

)

い

　

∴

*

・

-

.

1

-

3

=

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

る
こ
と
を
要
求
す
る
設
問
や
'
鑑
賞
、
批
評
を
要
求
す
る
設
問
な
ど
も
多
い
。

つ
ぎ
に
,
現
代
文
教
材
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
O
設
問
数
の
多
い
も
の

か
ら
あ
げ
る
と
'

川
翌
場
人
物
の
関
係
へ
心
m
'
性
格
'
も
の
の
見
方
'
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

の
設
問
八
三
四
八
v

t

"

'

-

'

蝣

_

'

'

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

・

・

　

　

　

　

¥

-

ち

:

'

i

t

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

'

"

-

蝣

'

1

.

"

'

,

・

　

∴

　

　

　

　

ニ

∴

I

i

蝣

.

-

蝣

蝣

;

・

-

蝣

.

'

:

蝣

　

蝣

　

蝣

.

r

-

-

.

"

　

蝣

'

.

.

・

-

"

,

・

'

.

.

_

-

・

・

.(
和
文
J
-
i
一
年
　
C
)

・

'

　

*

"

'

.

t

-

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
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O
「
自
分
の
中
の
人
間
」
　
(
四
九
ペ
ー
ジ
三
行
)
と
は
何
を
さ
し
て
言
っ
て

い
る
か
考
え
よ
-
o
　
　
　
　
　
　
　
　
(
綻
文
聖
二
1
年
・
山
日
記
)

O
「
ほ
れ
ぼ
れ
し
た
心
持
」
と
あ
る
が
な
ぜ
か
'
考
え
て
み
よ
う
。

(
に
ナ
J
.
v
∵
一
J
T
・
C
J
)

e
n
(
-
.
 
'
へ
5
V
O
J
r
f
な
ど
こ
]
ハ
'
:
,
J
,
 
~
-
'
C
'
舟
=
-
・
t
i
'
j
j
に
つ
い
w
r
*
¥
i
問
<
l
二
九
V

O
観
察
の
こ
ま
や
か
さ
'
表
現
の
確
か
さ
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

(
抗
文
望
・
一
年
・
城
の
崎
に
て
)

○
こ
の
小
説
の
中
で
'
描
写
の
す
ぐ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ

か
.
　
　
　
　
　
(
抗
文
望
二
一
年
・
外
国
文
学
を
読
む
「
孔
乙
己
」
)

糾
作
者
の
性
格
'
も
の
の
見
方
、
華
見
方
な
ど
に
つ
い
て
の
設
問
<
八
四
∨

○
澱
石
の
人
生
敏
や
'
芸
術
観
、
文
学
観
を
考
え
て
み
よ
う
。

(
三
省
堂
(
土
井
)
二
年
∴
阜
枕
一

〇
詩
人
や
画
家
の
使
命
を
作
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
考
え
て
み

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
大
原
二
二
年
・
草
枕
)

脚
作
品
に
対
す
る
読
者
の
感
想
'
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の
八
七
九
∨

〇
倍
浄
の
こ
う
い
う
「
生
き
方
」
の
追
求
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

話
し
合
っ
て
み
よ
-
.
　
(
三
省
堂
(
土
井
)
・
一
二
年
・
わ
が
西
遊
記
)

○
こ
の
小
説
の
お
も
し
ろ
さ
は
ヘ
ビ
-
い
-
点
に
あ
る
か
'
考
え
て
み
よ

う
.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
三
省
望
(
土
井
)
　
二
二
年
・
品
)

脚
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
の
説
明
を
要
求
す
る
も
の
八
七
三
∨

○
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
'
病
人
を
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
神
の
国
へ
召
さ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
o
　
　
　
　
　
(
好
学
社
二
二
年
・
H
.
ジ
ュ
リ
ア
ン
物
語
)

○
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
西
行
の
歌
が
思
い
出
さ
れ
た
わ
け
を
考
え
て
み
よ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
好
学
社
・
二
年
・
蔦
の
門
)

の
教
材
に
関
連
し
た
作
品
を
読
む
よ
う
指
示
し
た
も
の
八
六
四
∨

○
で
き
れ
ば
杉
田
玄
白
の
「
闘
学
事
始
」
を
も
試
み
、
知
識
を
挺
碍
す
る
こ

と
の
不
自
由
で
あ
っ
た
時
代
の
先
人
の
努
力
を
し
の
は
-
0

(
好
学
社
・
一
年
・
わ
た
し
た
ち
の
勉
学
時
代
)

○
中
島
敦
の
中
国
に
駆
材
を
採
っ
た
他
の
作
品
'
「
琴
陵
」
　
「
弟
子
」
　
「
名

人
伝
」
な
ど
を
読
ん
で
み
よ
う
。
　
　
　
(
文
学
社
・
三
年
・
山
日
記
)

㈲
主
題
に
関
す
る
設
問
八
六
二
v

O
こ
C
小
　
'
;
r
i
i
v
*
'
1
　
う
.
ぺ
た
ら
よ
い
・
f
.
'

(
績
文
望
・
二
年
・
美
し
い
村
)

佃
作
者
'
作
品
、
文
学
思
湖
な
ど
に
つ
い
て
の
設
問
<
五
七
V

O
「
た
け
く
ら
べ
」
の
全
文
を
読
ん
で
へ
　
こ
の
作
品
の
書
か
れ
た
環
境
や
時

代
に
つ
い
¥
J
-
,
㌫
芸
て
t
H
-
。
　
(
帆
:
~
f
ナ
J
i
r
i
.
三
u
s
.
∴
;
j
-
.
＼
t
r
べ
)

○
で
き
れ
ば
'
私
小
説
の
こ
L
J
を
調
べ
て
み
よ
-
0

(
一
二
省
堂
(
土
井
)
　
二
二
年
・
虫
の
い
ろ
い
ろ
)

小
説
、
物
語
教
材
の
場
合
'
登
場
人
物
を
中
心
に
し
て
'
読
解
を
進
め
よ
う

と
す
る
設
問
が
'
一
二
割
ち
か
く
占
め
て
い
る
。
登
場
人
物
を
中
心
に
し
て
、
作

品
研
究
を
進
め
上
-
と
す
る
の
は
'
小
説
や
物
語
な
ど
の
性
路
上
'
当
然
の
こ

と
と
い
え
る
O
ま
た
へ
表
現
の
巧
み
な
と
こ
ろ
や
、
表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
を
決
の
、
作
者
の
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
を
は
あ
く
L
t
作
品
の
テ

ー
マ
を
と
ら
え
る
こ
と
は
'
小
説
の
読
解
に
欠
Y
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
が
ら

V
&
*
。
'
&
A
や
-
r
,
^
i
-
:
頂
s
'
J
れ
'
こ
れ
,
に
悶
X
-
.
f
*
v
"
*
<
間
・
,
蝣
>
蝣
<
-
蝣
蝣
'
い
。
ま
た
'

作
品
を
f
;
;
a
ん
で
'
作
者
の
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
へ
作
品
の
テ
ー
マ
な
ど
か

よ
'
ひ
さ
三
さ
れ
人
i
z
n
s
∴
‥
.
j
p
m
k
J
、
　
　
‖
:
=
i
3
-
'
J
し
て
'
堵
-
.
・
>
蝣
;
>
-
&

省
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
決
竺
O

こ
と
を
め
ざ
し
た
設
問
も
あ
る
。

古
文
教
材
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
'
現
代
文
の
場
合
の
傾
向
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と
、
あ
ま
り
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
o

M
萱
場
人
物
の
関
係
、
も
の
の
見
方
'
琴
見
方
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
ろ
も

の
八
二
一
〇
∨

・
‥
1
'
'
-
.
 
'
"
'
'
I
'
I
 
y
'
.
'
'
蝣
.
,
'
-
j
 
'
'
'
.
 
'
"
'
~
~
'
.
V
.
.
 
'
・
"
>
二
.
-
.
・
-
-
'
.
'
.
J
-
・
n
。

-

・

　

蝣

・

;

・

蝣

蝣

サ

⊥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

r

-

:

/

-

:

蝣

;

・

'

.

.

:

蝣

蝣

-

ら

;

:

"

蝣

.

"

・

)

○
道
具
の
気
荷
を
深
く
表
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

(
文
学
社
・
二
年
・
菅
原
の
お
と
ど
)

c
T
^
:
曇
"
'
T
l
.
'
C
'
-
T
V
川
t
 
r
'
:
-
駅
か
簸
.
 
t
/
す
る
i
.
I
X
間
八
一
〇
〇
V

o
「
ま
こ
と
に
こ
そ
、
さ
お
は
し
ま
す
め
れ
。
」
と
は
'
だ
れ
が
'
ど
う
い

∴
＼
1
'
i
'
・
l
∵
　
　
<
.
ニ
、
∴
¥
*
∵
.
1
・
∴
　
∴
二
　
　
一

〇
寿
仲
が
巳
に
向
か
っ
て
、
「
お
の
れ
は
女
な
れ
ば
・
…
・
・
な
ど
言
は
れ
ん
こ

と
,
口
惜
し
か
る
べ
し
。
」
と
言
っ
た
こ
と
ば
は
'
売
仲
の
ど
ん
な
気
持

∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
;
二
.
:
.
∴
　
　
∴
∵
　
　
こ

仙
　
∵
　
l
-
∴
.
.
.
∴
　
、
∵
∴
　
　
　
.
 
'
・
:
i
J

○
こ
の
部
分
で
も
っ
と
も
涙
を
さ
そ
わ
れ
る
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。

(
鍔
文
望
二
二
年
・
馬
万
三
吉
)

○
こ
の
文
環
を
叫
:
i
a
ん
で
'
お
も
し
ろ
か
っ
た
所
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

二

　

　

　

∵

一

　

】

・

.

　

　

　

・

I

-

　

ニ

　

・

I

)

、

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

-

・

-

:

-

)

~

.

〇
こ
の
文
の
描
写
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
を
放
り
出
し
て
み
よ
う
。

(
大
原
・
二
年
・
雨
月
物
語
)

○
こ
の
文
に
は
汀
戸
時
代
の
口
語
が
使
わ
れ
'
し
か
も
へ
す
べ
て
会
話
に
よ

っ
て
筋
が
は
こ
ぼ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か

考
え
て
み
よ
-
o
　
　
　
　
　
　
　
(
大
原
・
二
年
・
近
世
の
小
説
)

「
ト
.
:
.
:
 
'
.
_
　
I
　
　
∴
・
㌧
作
り
I
.
.
二
∴
　
~
　
八
"
;
:
>

○
西
軍
秋
成
へ
一
九
の
作
風
に
つ
い
て
比
駁
し
て
み
よ
う
。

(
大
蛇
・
二
年
　
w
m
&
中
指
」
*
-
 
'
七
)

○
説
明
的
な
記
述
へ
教
訓
的
な
要
崇
'
そ
の
話
の
結
び
方
な
ど
の
視
点
か

ら
、
前
の
「
今
昔
物
語
」
の
話
と
比
較
し
て
み
よ
-
o

(
三
」
t
?
.
(
土
小
こ
一
斗
.
-
j
c
¥
:
"
品
い
す
る
!
i
r
;
一
r
/
.
J
た
る
こ
と
)

つ
い
で
　
文
体
に
関
す
る
も
の
、
文
語
文
法
に
関
す
る
も
の
が
多
く
文
語

文
仏
.
芯
に
関
す
る
設
問
総
数
は
'
<
一
〇
六
V
で
あ
る
O
こ
こ
で
も
'
他
の
古
典

の
場
合
に
み
ら
れ
た
よ
-
に
'
古
典
読
解
の
た
め
の
理
解
を
中
心
と
し
た
設
問

∴

-

・

蝣

.

-

i

:

・

　

・

　

蝣

-

C

"

-

 

"

‖

;

n
-
'
1
'
-
i
l
-
-
 
'
爪
…
?
A
-
つ
;
向
は
ほ
と
ん
ど
<
t
<
:
れ
な
い
o

小
説
へ
物
語
教
材
の
全
設
問
傾
向
を
天
に
示
す
と
'
第
八
六
③
の
よ
う
に

な
る
。

佃
叔
曲
教
材
の
場
合

設
問
総
数
<
五
九
二
∨

現
代
文
　
八
二
八
E
l
>

古
　
文
　
八
三
〇
八
v

t
'
i
間
は
'
翌
日
　
　
り
p
?
-
^
や
'
も
の
の
E
?
-
1
"
1
t
や
　
'
・
-
i
j
i
:
T
^
丁
?
つ

の
に
か
た
よ
り
'
全
設
問
の
三
割
に
ち
か
い
八
一
四
二
V
が
へ
　
こ
の
椋
の
設
間

に
属
す
る
o
そ
の
他
の
設
関
は
'
あ
ま
り
多
く
な
い
が
'
作
品
に
対
す
る
意

見
、
<
;
-
5
?
j
ォ
ー
ー
'
甲
っ
も
C
.
生
山
や
拭
拭
!
i
S
す
る
　
　
　
　
v
 
'
;
'
.
?
-

現
代
文
教
材
に
つ
い
て
み
る
。

m
空
域
人
物
の
関
係
や
'
も
の
の
見
方
'
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
の
設
問

<
一
〇
三
∨

76



○
各
人
物
の
心
理
描
写
に
つ
い
て
考
え
よ
O
　
(
文
学
社
二
年
・
な
だ
れ
)

○
最
後
に
つ
う
が
去
っ
て
行
っ
た
の
は
'
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

(
三
村
1
=
3
・
一
祥
　
4
-
.
&
J

J
i
^
S
∴
関
す
る
l
"
'
J
間
八
二
l
L
>

G
こ
こ
り
虹
i
K
C
i
r
S
Q
w
t
さ
け
I
j
j
の
よ
う
な
古
だ
も
る
・
f
"
;
-

(
好
学
社
・
二
年
・
夕
鶴
)

○
こ
の
劇
に
お
い
て
'
作
者
が
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

(
大
修
館
二
一
年
・
わ
が
心
高
原
に
)

仰
戯
曲
の
構
成
に
つ
い
て
の
設
問
<
二
〇
∨

○
こ
の
劇
の
構
成
の
巧
み
な
点
を
指
摘
せ
よ
。

(
大
修
餌
・
一
年
・
二
十
二
夜
得
)

o
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
全
体
を
読
ん
で
'
そ
の
構
成
の
巧
み
な
点
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
大
原
二
二
年
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
)

糾
作
品
に
対
す
る
読
者
の
感
想
や
註
兄
を
た
ず
ね
る
も
の
<
一
九
∨

○
こ
の
劇
で
'
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の
は
ど
こ
か
'
そ
れ
は
ま
な
ぜ
か
。

(
大
修
館
・
二
年
二
一
十
二
夜
待
∨

戯
曲
の
場
合
へ
場
面
、
場
面
の
屋
開
が
大
き
な
音
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
'
構
成
に
つ
い
て
の
設
問
が
'
か
な
り
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の

は
、
'
s
T
日
す
べ
き
蝣
~
u
c
.
る
。

つ
ぎ
に
'
古
文
教
材
に
つ
い
て
み
る
と
'
こ
こ
で
も
へ
登
場
人
物
に
関
す
る

設
問
が
最
も
多
い
。
八
四
〇
∨

物
作
品
の
特
色
、
表
現
の
特
色
八
二
七
∨

○
こ
の
文
軍
の
余
話
の
部
分
と
地
の
文
茸
と
を
へ
表
現
の
上
か
ら
比
較
し
て

み
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
好
学
祉
・
二
年
・
冥
途
の
飛
脚
)

○
戯
曲
と
し
て
能
の
特
色
は
ど
ん
な
所
に
あ
る
か
。

(
三
省
堂
(
土
井
二
二
年
・
景
清
)

川
作
品
に
対
す
る
感
棚
心
や
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の
八
二
五
∨

○
こ
o
s
-
;
-
∴
^
蝣
:
:
9
t
 
E
坂
も
*
蝣
-
;
芯
=
E
り
　
い
と
こ
ち
は
蝣
j
j
こ
-
f
j
-
描
;
t
o
美
し

さ
'
内
容
の
よ
さ
の
両
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。(

大
原
二
二
年
・
隅
田
川
)

○
特
に
読
者
の
心
を
打
つ
の
は
ど
の
部
分
か
。
そ
こ
に
は
'
ど
ん
な
気
持
が

言
い
英
わ
さ
れ
て
い
る
か
O
　
　
　
(
大
修
館
・
三
年
・
冥
途
の
飛
脚
)

仙
文
体
に
つ
い
て
の
設
問
<
二
四
∨

○
託
曲
の
文
環
は
掛
詞
、
縁
語
が
多
い
。
こ
の
曲
か
ら
'
こ
れ
ら
を
指
示

し
'
文
章
の
特
色
を
考
え
て
み
よ
-
O
　
　
　
(
大
原
・
三
年
・
隅
田
川
)

肘
構
成
に
つ
い
て
の
設
問
八
二
〇
∨

○
本
文
の
構
成
を
調
べ
へ
　
主
題
を
明
ら
か
に
L
J
う
0

(
角
川
・
一
年
・
遺
申
す
ご
ろ
-
)

○
こ
の
一
編
の
構
成
を
調
べ
よ
う
。
　
　
　
　
(
好
学
社
・
二
年
・
清
水
)

脚
作
者
・
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
を
求
め
る
も
の
八
一
七
∨

古
文
教
材
の
場
合
も
、
翌
場
人
物
を
中
心
と
し
た
分
析
を
重
視
し
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
か
作
品
の
特
色
へ
表
現
の
特
色
'
文
体
に
関
す
る
も
の
へ
作
者
'

作
品
の
研
究
な
ど
が
'
現
代
文
教
材
に
比
較
す
る
と
'
か
な
り
琵
視
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
、
古
典
教
材
と
し
て
の
一
つ
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

現
代
文
教
材
、
古
文
教
材
を
つ
-
じ
て
　
い
ず
れ
も
'
作
品
に
対
す
る
読
者

の
感
想
'
意
見
な
ど
を
'
た
ず
ね
る
設
問
が
多
い
こ
と
も
'
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。戯

曲
教
材
の
全
設
問
傾
向
を
'
表
に
示
す
と
'
第
八
宗
④
の
よ
う
に
な
る
。

m



〓
∴
'
　
　
　
∵
‥
'
,
'
.
r
*
'
-
-
*
-
'
-
'
∵
'
　
・
.
-
・
∴
L
l
'
t
 
t
-
・
蝣
"
-
I
ト

ま
と
め
て
み
る
。

詩
歌
教
材
の
場
合
は
、
作
品
の
情
緒
へ
情
景
を
中
心
と
し
て
、
日
記
・
四

第
・
随
想
な
ど
の
場
合
は
'
作
者
の
も
の
の
見
方
'
琴
見
方
や
、
作
品
の
テ
ー

マ
を
中
心
と
し
て
'
小
説
'
戯
曲
の
場
合
は
、
主
人
公
や
'
聖
域
人
物
の
心
理

や
性
格
'
行
動
を
中
心
と
し
て
'
と
い
ヶ
よ
う
に
'
教
材
に
よ
っ
て
'
そ
の
作

品
を
理
解
す
る
た
妙
の
学
習
の
中
心
は
'
ち
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
い
ず
れ

の
場
合
に
も
、
文
学
教
材
に
お
い
て
は
'
鑑
賞
や
批
評
が
重
視
さ
れ
て
い
る
.

i
'
-
'
.
*
:
・
.
‥
　
　
∵
・
.
f
j
、
　
一
1
'
,
'
蝣
蝣
、
ト
　
。
　
　
六
∴
∴
　
∴

{
-
>
'
%
i
く
追
V
,
M
i
*
・
よ
う
と
す
る
L
"
7
向
も
r
T
j
.
C
い
!
蝣
?

古

二

‥

、

一

㌧

∵

-

'

-

'

I

~

f

'

・

-

-

・

'

・

　

　

　

　

　

　

　

こ

"

.

O

が
、
作
品
を
理
解
す
る
た
め
の
文
法
的
知
識
に
関
す
る
も
の
や
'
古
文
の
表
現

の
特
殊
性
を
理
解
す
る
た
助
の
設
問
へ
古
血
八
を
古
典
と
し
て
'
正
し
く
と
ら
え

る
た
助
の
'
文
学
史
的
設
問
な
ど
も
重
視
さ
れ
て
い
る
.

第
二
節
　
非
文
学
教
材
に
お
け
る
設
問

こ
こ
で
'
非
文
学
教
材
と
し
て
放
り
扱
う
の
は
'
論
説
文
教
材
(
論
文
・
評

論
文
・
解
説
文
)
へ
記
録
'
報
告
文
教
材
へ
講
演
(
筆
記
)
で
あ
る
。

設
問
総
数
<
三
七
六
六
∨

論
説
文
<
三
六
五
四
>

記
録
・
報
告
文
∧
五
七
∨

講
演
(
笠
記
)
∧
五
五
>

論
説
文
、
記
鎌
・
報
告
文
、
講
演
(
詑
記
)
の
順
に
検
討
を
す
す
め
る
。

J
^
l
i
r
a
蝣
蝣
'
蝣
-
!
廿
J
t
ハ
材
の
均
E
j
]

現
代
文
<
≡
四
〇
六
∨

古
　
文
<
二
四
八
∨

こ
の
教
材
に
お
い
て
は
'
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
'
作
品
の
主
題
、
諭
旨
に

つ
い
て
の
設
問
や
へ
そ
の
論
旨
に
対
す
る
記
者
の
意
見
へ
感
想
を
間
-
も
の
が

#.い。現
代
文
教
材
に
つ
い
て
'
設
問
数
の
多
い
も
の
か
ら
あ
げ
る
。

の
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
の
説
明
を
要
求
す
る
設
問
八
一
四
二
八
∨

○
イ
の
音
を
'
「
馬
芦
」
と
表
記
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

(
好
学
社
二
一
年
・
国
語
の
変
遷
)

○
公
的
な
日
録
に
は
'
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
o
ま
た
へ
ど
う
あ
る
べ
き
も

の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
摂
文
堂
二
年
・
日
記
の
意
義
)

a
.
特
定
表
現
の
説
明
'
解
釈
を
要
求
す
る
も
の
八
五
一
〇
∨

○
高
村
光
太
郎
が
'
「
深
い
意
味
で
の
自
然
主
葬
者
」
と
言
わ
れ
る
の
は
'

ど
ん
な
?
:
'
]
*
'
-
カ
0
　
　
　
　
　
(
好
学
祉
・
二
等
・
「
-
^
0
汁
=
b
'
i
t
t
}
)

o
「
こ
と
ば
を
信
頼
し
す
ぎ
て
'
言
わ
れ
た
こ
と
が
'
そ
の
も
の
だ
と
思
い

込
む
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

(
角
川
・
三
年
・
こ
と
ば
の
正
碓
・
不
正
確
)

仰
竿
r
T
j
の
円
l
i
v
-
j
t
自
分
O
i
H
H
J
J
汚
び
、
反
r
?
L
i
"
-
-
 
'
琴
・
.
-
!
^
~
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
設
問
<
二
四
四
∨

○
数
種
類
の
新
開
を
持
ち
寄
り
'
同
一
記
事
の
故
扱
方
を
比
較
研
究
し
て
み

よ
ォ
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
(
文
学
社
・
三
拝
上
・
¶
印
"
"
!
」
」
Q
恵
佃
)

○
日
本
の
文
学
と
西
洋
の
文
学
と
'
い
ず
れ
に
心
ひ
か
れ
る
か
を
内
省
し
へ

そ
の
理
由
を
考
え
へ
本
文
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
よ
-
0

(
大
修
館
二
二
年
・
西
洋
文
学
の
杜
力
)

78



糾
学
習
し
た
こ
と
を
、
撃
証
し
た
り
、
通
用
'
応
用
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
要

求
す
る
設
問
八
二
一
八
∨

○
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
'
既
F
L
u
の
和
歌
に
つ
い
て
紹
ら
し
合
わ
せ
て

検
討
せ
上
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
大
修
館
・
三
年
・
和
歌
の
変
造
)

〇
第
者
の
文
学
理
論
に
照
ら
し
、
「
和
解
」
、
そ
の
他
の
小
説
を
考
察
し
て

み
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
大
伍
館
・
三
年
・
小
説
の
芸
術
性
)

蜘
あ
る
「
こ
と
が
ら
」
に
つ
い
て
、
教
科
書
外
の
研
究
を
要
求
す
る
も
の

八
一
六
三
∨

○
本
文
に
あ
げ
ら
れ
た
以
外
に
'
い
ろ
い
ろ
な
提
類
の
古
語
や
現
代
語
に
つ

い
て
へ
　
そ
の
構
造
を
分
析
し
て
み
よ
。

(
大
修
餌
・
4
1
年
・
こ
と
ば
の
研
究
所
)

○
こ
の
文
章
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
で
'
め
い
め
い
の
知
っ
て
い
る

外
来
語
を
あ
げ
'
そ
の
原
語
を
調
べ
て
み
よ
う
。

(
昇
拙
・
一
年
・
外
来
語
の
話
)

㈲
笠
者
の
性
格
へ
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の

<
一
〇
六
∨

○
こ
の
文
に
述
べ
ら
れ
い
る
笠
者
の
独
特
の
考
え
方
は
、
ど
う
い
う
こ
と

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
筑
摩
二
二
年
・
科
学
に
つ
い
て
)

C
郭
公
C
.
㌫
作
　
I
-
M
2
は
、
J
J
<
な
」
)
V
-
.
;
.
-
:
%
?
:
ア
し
て
い
る
か
。

〔
筑
　
　
　
　
　
　
汁
か
ら
C
1
-
-
'
^
t
C

の
作
品
に
対
す
る
読
者
の
感
想
や
'
意
見
を
た
ず
ね
る
も
の
　
<
九
五
∨

○
こ
の
文
軍
を
誠
ん
で
'
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
か
。

(
筑
摩
・
一
年
・
古
輿
論
)

○
こ
の
文
章
に
見
え
る
芸
術
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
提
言
の
な
か
で
'

持
:
i
i
i
;
y
j
v
-
.
お
　
八
一
?
-
"
'
C
w
.
二
つ
ふ
け
へ
　
そ
れ
に
つ
い
て
芯
叩
:
.
か
I
.
:
.
 
'

べ
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
昇
説
望
・
二
年
・
芸
術
そ
の
他
)

㈱
文
学
史
的
な
問
匙
へ
作
品
や
作
者
に
つ
い
て
の
研
究
を
要
求
す
る
設
問

八
八
八
∨

○
わ
が
国
の
自
照
主
秦
運
動
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
研
究
し

て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
三
省
堂
(
土
井
)
出
雲
の
芙
)

○
本
文
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
日
本
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
'
作
者

や
、
成
立
や
、
特
色
や
位
置
や
影
響
な
ど
に
つ
い
七
調
べ
て
み
よ
う
。

(
i
2
W
聖
二
I
l
l
*
　
日
中
i
r
蝣
;
・
.
 
-
'
v
小
a
)

細
大
芸
'
要
旨
を
た
ず
ね
る
も
の
八
七
一
∨

○
本
文
の
要
旨
を
述
べ
よ
o
　
　
(
大
修
結
・
二
年
・
瀬
石
と
闘
外
の
文
学
)

論
説
文
の
場
合
'
主
題
へ
　
論
旨
を
'
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
'
重
視
さ
れ
て

い
る
。
論
説
文
の
読
解
は
言
語
の
論
理
的
訓
練
の
場
と
し
て
'
考
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
こ
へ
　
蝣
[
<
-
&
-
蝣
H
n
r
c
i
!
i
5
性
*
蝣
*
 
'
-
'
い
r
.
,
;
-
 
-
;
で
あ
る
.
)
　
こ
れ
ら
C
是
川
C
中
に

も
'
主
顕
、
論
旨
を
読
み
と
る
た
め
に
へ
あ
る
「
こ
と
が
ら
」
に
注
目
し
て
'

‥

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

り

　

　

　

　

　

　

一

-

J

.

'

I

理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
章
の
ど
こ
ま
で
が
覇
欠
か
へ
ど
こ
か
ら
が
作

者
の
意
見
で
あ
る
か
へ
　
そ
の
意
見
に
対
し
て
`
ど
う
考
え
る
か
な
ど
、
読
者
の

批
判
を
対
象
と
す
る
設
問
が
多
い
。
ま
た
へ
そ
の
諭
の
中
の
問
題
を
み
い
だ
し

て
、
自
分
の
身
辺
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
反
省
し
た
り
'
研
究
し
た
り
す
る
こ

と
を
'
求
め
た
設
問
も
'
重
視
さ
れ
て
い
る
。
教
材
の
中
で
'
学
ん
だ
こ
と
が

ら
を
'
実
際
に
'
応
用
し
た
り
'
頂
m
L
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
を

確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
で
、
少
し
意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
'
論
旨
を
読
み
と
る
た
め
に
'
設
け

ら
れ
た
設
問
の
ほ
と
ん
ど
が
'
「
こ
と
が
ら
」
に
つ
い
て
'
要
旨
を
ま
と
め
た

り
'
「
特
定
表
現
の
説
明
へ
解
釈
」
を
琴
訳
す
る
も
の
に
'
占
め
ら
れ
て
い
る
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こ
・
1
,
1
'
^
,
,
 
-
,
I
.
 
'
・
∵
-
・
-
-
I
蝣
‥
㍉
・
=
:
∴
　
　
　
　
∵
　
　
言
.
Z
-
.
¥
*
蝣
'
*
'
蝣
い
量
へ
・

設
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
1
わ
ら
ず
'
論
説
文
の
場
合
の
'
内
容
把
也
の
た
め

の
具
体
的
な
方
法
の
指
示
が
少
な
い
。

古
文
教
材
の
場
合

現
代
文
教
材
に
比
し
て
少
な
く
'
論
説
文
教
材
の
中
で
'
一
割
に
も
み
た

な
い
。設

問
数
の
多
い
も
の
か
ら
検
討
す
る
。

の
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
の
説
明
を
求
め
る
も
の
八
五
八
∨

○
能
に
お
け
る
「
花
」
と
は
ど
-
い
-
こ
と
か
。

'
(
文
学
社
・
二
年
・
花
と
尉
玄
)

○
本
文
で
は
、
「
不
易
」
と
「
流
行
」
と
は
'
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
-
関
係
に

た
つ
と
い
っ
て
い
る
の
か
.
　
　
　
　
(
好
学
社
・
二
年
・
俳
論
抄
)

,
J
.
,
r
.
‥
-
;
v
t
つ
　
∴
　
　
　
　
　
∴
　
　
　
　
　
八
1
'
.
1
*
*
蝣
・

o
「
芸
と
い
う
も
の
は
、
実
と
虚
と
の
皮
膜
の
問
に
あ
る
も
の
な
り
」
と
い

-
こ
と
ば
の
内
容
を
'
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
み
よ
。

(
・
∴
　
　
　
　
　
;
_
-
:
-
:
,
・
-
-
,
.
-
)

o
「
枚
の
事
は
桧
に
習
へ
'
竹
の
等
は
竹
に
習
へ
」
と
は
、
ど
う
い
ぅ
こ
と

1
.
'
V
・
.
i
"
'
こ
1
'
'
い
　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
]
/
ユ
閉
、
'
.
-
!
'

(
好
学
社
・
三
年
・
俳
論
抄
)

n
9
作
者
の
も
の
の
見
方
'
考
え
方
に
関
す
る
設
問
<
一
E
I
>

o
「
玉
か
つ
ま
」
の
所
論
と
、
「
う
ひ
や
号
か
み
」
の
所
論
と
総
合
し
て
'

宣
長
の
学
問
に
対
す
る
態
度
を
'
八
百
字
程
度
に
ま
と
め
よ
。

(
菜
a
-
二
年
・
も
の
学
び
の
す
じ
)

日
.
'
*
.
'
'
-
-
"
,
C
.
-
、
、
㌧
　
　
山
一
　
　
　
　
ソ

(

i

:

.

"

・

一

・

・

・

一

ト

、

　

、

.

‥

(
大
修
館
二
年
・
俳
詔
へ
の
遠
)

○
各
節
の
大
意
を
述
べ
よ
。
　
　
　
　
(
大
倍
館
二
年
・
物
学
び
の
遺
)

刷
登
場
人
物
の
も
の
の
見
方
.
琴
見
方
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の
　
∧
一
三
V

O
「
う
づ
く
ま
る
」
の
項
で
'
芭
蒲
は
ど
ん
な
心
境
に
い
た
の
か
を
考
え

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
文
学
社
・
二
年
・
俳
論
)

o
「
柴
戸
」
と
「
柴
の
戸
」
と
の
優
劣
に
つ
い
て
、
凡
兆
、
去
来
、
芭
蕉

は
'
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
考
え
た
か
へ
ま
た
'
こ
の
詔
に
よ
っ
て
'
表
現
に
対

す
る
草
‥
-
I
C
'
-
'
J
ん
な
熊
に
」
1
州
ら
れ
る
か
O
(
坪
C
f
r
i
d
-
1
二
年
　
l
:
'
i
r
蕊
㌣
)

古
文
教
材
の
場
合
、
内
容
を
は
あ
Y
す
る
た
め
の
設
問
が
へ
い
-
ぷ
ん
具
体

的
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
数
的
に
み
れ
ば
'
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
。

設
問
の
全
体
的
傾
向
を
'
第
八
蓑
㊥
に
記
す
。

口
記
録
'
報
告
文
教
材
の
均
合

設
問
数
<
五
七
∨

わ
ず
か
'
五
七
の
設
問
で
あ
る
。
教
科
胃
に
よ
っ
て
は
、
記
録
、
報
告
文
の

全
く
な
い
も
の
も
あ
る
。
数
が
少
な
い
の
で
'
特
に
目
立
っ
た
設
問
傾
向
は
み

ら
れ
な
い
が
'
そ
の
項
目
だ
け
を
あ
げ
て
お
く
。

の
「
こ
と
が
ら
」
の
嬰
点
を
へ
ま
と
妙
る
こ
と
を
項
求
す
る
も
の
　
<
一
六
∨

・
.
.
'
"
(
*
.
*
小
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
*
.
'
蝣
'
,
1
∴
・
・
・
∴
　
<
蝣
'
・
'
"
・
・

仰
望
者
の
も
の
の
見
方
へ
考
え
方
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の
　
<
六
V

の
翌
甥
人
物
の
も
の
の
見
方
'
琴
見
方
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
も
の
　
八
四
∨

こ
の
ほ
か
へ
教
材
の
中
に
担
一
試
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
へ
反
省
し
た
り
'
考

え
た
り
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
設
問
も
あ
る
.

設
問
の
全
体
的
傾
向
を
'
第
八
表
㊥
に
記
す
。
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肖
講
演
'
放
送
(
笠
記
)

教
材
が
特
殊
で
あ
る
た
め
か
'
設
問
数
も
少
な
く
'
八
五
五
V
に
す
ぎ

な
い
。こ

こ
で
も
、
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
た
ず
ね
る
も
の
が
'
<
二
V
で
最

も
多
く
'
つ
い
で
へ
作
品
に
対
す
る
記
者
の
古
見
へ
　
感
想
を
き
く
も
の
へ

八
八
∨
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
「
特
定
表
現
の
説
明
」
を
要
求
す
る
も
の
、
「
構
成
」
を
た
ず
ね

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

設
問
の
傾
向
を
第
八
衰
9
に
記
す
。

以
上
の
よ
う
に
'
非
文
学
教
材
と
し
て
、
聴
扱
っ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
'

論
説
文
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
'
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
を
と
お
し
て
考
え
て
み
る
と
'
現
代
文
教
材
の
場
合
も
、
古
文
教
材

の
場
合
も
'
主
題
へ
論
旨
の
把
塩
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
追
求
す
る

た
め
の
設
問
は
、
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
ま
と
の
る
こ
と
を
、
要
求
し
た
も

の
が
'
非
常
に
多
く
、
そ
の
他
'
読
解
の
た
め
の
具
体
的
な
設
問
の
形
は
み
あ

た
ら
な
い
。

現
代
文
教
封
の
場
合
'
主
題
や
要
旨
を
、
と
ら
え
る
設
問
と
と
も
に
へ
そ
れ

に
対
す
る
読
者
の
感
想
や
、
意
見
を
問
う
も
の
'
学
ん
だ
こ
と
が
ら
を
'
生
活

に
と
り
入
れ
'
広
く
適
用
し
た
り
'
応
用
し
た
り
し
て
、
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
の
設
問
も
、
重
視
さ
れ
て
い
る
。

古
典
教
材
で
は
'
頭
代
文
教
材
に
比
べ
'
非
常
に
少
な
い
。
こ
こ
で
は
'
内

容
理
解
の
た
妙
に
、
口
語
訳
や
'
文
語
文
法
に
関
す
る
も
の
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。

第
三
節
　
浜
文
教
材
に
お
け
る
設
問

設
問
総
数
八
一
一
三
八
∨

全
体
的
に
み
る
と
'
漢
文
に
含
ま
れ
る
理
憩
的
な
も
の
を
重
視
す
る
傾
向
が

r
?
v
J
|
(
'
-
ま
た
t
 
r
-
 
-
句
　
　
　
へ
　
口
語
訳
な
ど
r
A
i
i
間
や
t
 
r
.
'
-
V
C
2
7
子
に

れ
る
た
め
の
朗
読
へ
暗
謁
と
い
っ
た
設
問
も
多
い
o

つ
ぎ
に
'
設
問
を
あ
げ
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

m
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
た
ず
ね
る
も
の
八
一
二
〇
V

O
君
子
の
過
は
、
ど
う
い
-
性
格
の
も
の
だ
と
い
っ
て
い
る
か
考
え
よ
う
。

(
u
V
&
-
1
一
・
-
1
　
論
語
]
-
)

O
H
の
文
に
よ
る
と
'
老
子
の
思
想
は
'
儒
教
の
数
え
と
ど
-
違
う
か
。

(
三
㌫
-
S
i
・
U
U
t
・
5
^
'
C
J
j
思
)

竹
箆
者
の
も
の
の
見
方
'
考
え
方
な
ど
を
問
う
も
の
<
一
一
五
V

O
「
泰
州
雑
詩
」
と
「
萱
岳
陽
桜
」
と
で
'
作
者
の
自
然
に
対
す
る
態
段
に

は
'
ど
ん
な
相
違
点
へ
共
通
点
が
あ
る
か
。
(
筑
犀
・
三
年
・
岳
腸
磁
)

O
「
古
之
学
者
為
レ
己
へ
　
今
之
学
者
為
レ
人
」
の
文
に
お
い
て
'
孔
子
は
ど
ち

ら
の
態
度
を
'
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
-
か
o

(
昇
寵
望
二
年
・
短
文
軍
)

○
繁
者
は
師
弟
の
関
係
に
つ
い
て
へ
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

(
勇
龍
・
一
年
・
師
読
)

i
i
特
定
表
現
の
説
明
、
解
釈
を
要
求
す
る
設
問
<
八
五
V

O
「
夫
遺
天
l
J
「
之
公
道
也
。
学
天
下
之
公
学
也
」
と
は
な
ぜ
か
考
え
よ
う
0

(
摂
文
望
・
二
年
・
語
録
)

O
「
探
ノ
菊
菜
離
下
へ
悠
然
見
〓
南
山
こ
　
と
は
'
実
際
ど
-
い
-
状
丑
か
味

わ
お
-
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
蹟
文
望
・
三
年
・
飲
眉
)
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㈲
登
場
人
物
の
関
係
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
な
ど
を
た
ず
ね
る
も
の

八
六
五
∨

○
項
羽
は
な
ぜ
亭
長
の
こ
と
ば
通
り
に
し
な
か
っ
た
の
か
考
え
よ
う
。

(
綴
文
望
・
二
年
・
四
面
楚
歌
)

o
「
子
夜
呉
歌
」
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

①
こ
の
詩
の
主
人
公
は
だ
れ
か
。
主
人
公
の
ど
ん
な
心
情
が
詠
じ
ら
れ

C
K
い
.
・
∴
・
'
.
 
"
i
?
-
!

脚
語
句
の
読
み
、
意
喋
に
つ
い
て
の
設
問
　
八
五
七
V

O
i
.
'
Q
義
i
Z
,
v
v
-
蝣
>
:
:
間
せ
よ
。

(

"

・

　

い

∵

　

　

　

　

　

∵

;

,

 

'

,

)

・
〇
本
文
を
読
み
味
わ
っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
故
事
の
い
わ
れ
を
理
解
し
'
現
代

使
わ
れ
て
い
る
出
思
味
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
0

(
大
修
餌
二
年
・
故
事
)

は
口
i
¥
:
-
<
蝣
呈
ユ
貸
す
H
-
ら
,
*
o
　
<
五
卜
〕
>

o
「
致
阪
堅
塁
」
の
中
の
歌
を
'
口
語
訳
し
て
み
よ
う
0

(
和
文
i
N
・
一
　
丈
i
i
)

o
「
先
従
施
始
」
の
「
死
馬
旦
軍
之
五
百
金
L
、
況
生
民
乎
」
　
を
口
語
訳

に
し
'
実
際
に
ど
ん
な
こ
と
を
'
意
味
し
て
い
る
か
考
え
よ
う
。

(
悶
文
望
二
年
・
漢
文
史
伝
)

の
訓
読
、
読
み
く
だ
L
を
要
求
す
る
も
の
　
八
五
六
∨

○
次
の
語
句
に
送
り
が
な
を
付
し
t
か
つ
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
の
べ
よ
0

(
-
-
　
　
∴
1
　
x
i
:
-
.
'
^

○
次
の
語
句
を
読
み
下
し
文
に
改
9
.
解
釈
し
て
み
よ
う
。

生
而
奉
一
疾
悪
一
馬
O
順
ソ
連
。
故
残
賊
生
而
忠
信
亡
駕
o

(
角
川
・
二
年
・
諸
子
の
思
想
)

刷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

4

・

・

?

-

-

・

;

　

<

;

㌫

V

o
「
鴻
門
之
会
」
「
四
両
廷
歌
」
で
'
い
ち
ば
ん
印
象
の
.
U
か
つ
た
の
は
'

そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
か
。

(
筑
摩
・
二
年
・
史
記
)

O
「
苛
酌
磁
」
に
つ
い
て

こ
の
詩
を
詑
ん
で
,
お
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